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１．はじめに 

前２報 1), 2) で東アジア各国への外国からの出願についてデータを収集している際に

台湾出願人の中国大陸への出願における出願人の国籍コード（国コード）が 2020 年あ

たりで急に変化していることに気づきました。 

そこで今月はこの点を検証することとしました。前報同様、台湾特許庁の Global 
Patent Search System(GPSS)を利用し、原則としデータは公開日基準で調べました。 
 
 表１に中国大陸に出願している台湾出願人の主要出願人３社の 2015 年以降の公開推

移を示しました。 
 表中には、各出願人を英表記略称で紹介していますが、原語表記と英表記は以下です

（法人格は省略）。 
 ・台湾积体电路制造(TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFACTURING) 
 ・瑞昱半导体(REALTEK SEMICONDUCTOR) 
 ・友达光电(AU OPTRONICS) 
 
表１．台湾主要出願人の中国大陸への出願における国コードの変化（公開日基準） 

 
 グリーンでマークした行は国コードに関係なく原語で検索した収録数です。 
 「and TW」とあるものは国名コードとして「TW」が付与されているもの、「and CN」

とあるものは国名コードとして「CN」が付与されているもの。 
 GPSS の問題でもあるのですが、2015 年公開以前の案件には残念ながら国コードが

付与されていないものがあります。因みに、商用データベースである CNIPR では、台

湾は「台湾省」として位置付けられ、以前から国コード「71」が付与されています。 
 TSMC の 2023 年公開の落ち込みも気になりますが。 



２．国コード（国籍コード）の変化 
 GPSS では出願人国コードは出願人フィールドに存在しますので出願人名と同様に

「(TW)@PA」と出願人フィールドコマンドを使います。 
 表１のいずれの出願人も 2020年公開で国コードがTW ⇒ CNに変わっています。 
2020 年初めまで以下のように国コード TW が付与されていたものが、 

 
 

のように 2020 年以降は CN に変わっているのです。 
 
 2020 年公開のどの時点で変化しているかをさらに子細に確認すべく、月単位、発行

日単位で TSMC の出願公開情報を調べたのが表２です。 
 その結果、2020 年 1 月 3 日までは国コード「TW」で、次の更新日 1 月 7 日以降、「CN」

となっていることがわかりました。これはその他の台湾出願人いずれも同じでした（表

３）。出願日基準でも確認しましたが、このようなクリアな変化は見られません。 
 

表２．TSMC 国コードの変化 

 

 
 台湾特許庁データベースにおける台湾出願人の国コードは以下のように「中華民國」

と表記されていますが、さすがに中国に出願したものには「中華民國」の表記はありま

せん。 

 



 
 その他の台湾出願人の中国大陸への出願についても確認した結果、2020 年 1 月 3 日

までは「TW」が付与され、1 月 7 日以降は「CN」が付与されていることがわかりまし

た。 
 

表３．その他の台湾出願人の中国大陸への出願における国コード変化 

 
 
 このような公開日基準でのデータの変化は、かつては公報種別の変更の際にも見られ

ました。 
 

表４．公報種別の変更 
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